
平成１９年度９月補正予算案の概要

平成１９年９月

宮 城 県

Ⅰ 予算編成の考え方

○ 平成１９年度当初予算は、全国の景気回復傾向に地域間でばらつきがみられる状

況の下、構造的な多額の財源不足に対処するため、新・財政再建推進プログラムや

事業総点検の取組を踏まえ、徹底した歳入確保対策と歳出抑制対策を基本に編成

○ 歳入では、県債の活用や県有財産の売却促進など、できる限りの収入確保に努め

ることとしているが、現時点では、根幹となる県税収入の推移を見極める必要があ

るなど、今後とも歳入総額の確保と歳出抑制のための積極的な取組が不可欠

○ こうしたことから、今回の補正予算では、中小企業支援のファンドを組成するた

めの貸付金のほか、台風４号の被災に伴う災害対策、仙台北部中核都市整備など、

当面急を要する施策を厳選して予算化

Ⅱ 予算規模

（単位：百万円，％）

９月現計予算対前年度増減率当初予算 ９月補正予算 ９月現計予算

一般会計 ７９８,４８２ ２,９２６ ８０１,４０８ １.９▲

特別会計 １９７,５９４ ４,３０７ ２０１,９０１ ０.４

準公営企業会計 ２４,５５９ ６２９ ２５,１８８ ７.１

公営企業会計 ５７,８１０ ０ ５７,８１０ ７.７▲

計 １,０７８,４４５ ７,８６１ １,０８６,３０６ １.６▲

※ 四捨五入のため積み上げと計の一致しない箇所がある



Ⅲ 主な事業
（単位：千円 ［ ］は債務負担行為），

１ 富県宮城の実現 ～県内総生産１０兆円への挑戦～

育成・誘致による県内製造業の集積促進

（新規 ・知的クラスター創成推進費 １０,１００）

先進予防型健康社会創成クラスター構想を推進するための運営費助成

観光資源、知的資産を活用した商業・サービス産業の強化

（当初：８,５４２）・広域観光開発促進費 ４,７００

東北７県や民間企業等の参加により設立された東北観光推進機構への負担金

（当初：１８,８００）・松島公園駐車場管理費 １８,２７８

松島公園浪打浜広場の有料駐車場化に向けた施設整備等

産業競争力の強化に向けた条件整備

（新規 ・みやぎクラフトマン２１事業費 １２,７６０）

工業高校等で産業界と連携した現場実習等を行い、ものづくり産業を支える人材を育成

（新規 ・地域中小企業応援ファンド融資事業費（特別会計） ４,３０６,５９６）

財団法人みやぎ産業振興機構が行う中小企業の経営革新等支援ファンド組成への貸付金

（新規 ・小口事業資金貸付金 [１３,０００]）

零細企業への小口融資で県信用保証協会が行う債務保証に伴う損失補償

（新規 ・仙台北部中核都市（奥田地区）工業用地整備費 ２５,１８９ [１２７,０００]）

住宅用地から工業用地への一部用途変更等

（新規 ・仙台北部中核都市（奥田地区）住宅用地整備費 [７５,０００]）

宮城県住宅供給公社が行う住宅団地開発事業の資金借入に係る損失補償

２ 安心と活力に満ちた地域社会づくり

子どもを生み育てやすい環境づくり

（新規 ・助産師確保対策費 ５,０００）

県北地域の産科医不足に対処するため、助産師を対象とした臨床実務研修等を実施

生涯現役で安心して暮らせる社会の構築

（新規 ・石綿健康被害救済推進費 １６,３３０）

被害者への医療費助成等を行うために国・地方公共団体・事業者で造成する基金への拠出



３ 人と自然が調和した美しく安全な県土づくり

経済・社会の持続的発展と環境保全の両立

（新規 ・農業用水水源地域保全対策費 ２８,０００）

農業用水の安定的な供給に向けた水源林保全調査等

（新規 ・未整備森林緊急公的整備導入モデル事業費 ５０,０００）

放置森林、荒廃森林等を対象とした除間伐等モデル事業の実施

宮城県沖地震など大規模災害による被害を最小限にする県土づくり

（新規 ・橋りょう長寿命化修繕計画策定費 １４,０００）

長寿命化を目指した効果的な予防修繕等を行うための計画策定

異常気象災害対策

・自然公園施設等災害復旧費 ４０,２００

栗駒国定公園白糸の滝吊り橋、県民の森基幹遊歩道の被災施設復旧工事

・河川施設災害対策費 ３０,０００

村田町荒川親水公園の被災施設解体撤去工事

・災害関連緊急地すべり対策費 ６４３,５００

白石市小原地区等の地すべり対策工事

【参考】既決予算で実施する主な異常気象災害対策

（既決：１,０８４,４６３）・農林水産施設災害復旧費 ２１１,２４７

農業用水路決壊、農道法面崩壊等

（既決：２,０１１,０００）・土木施設災害復旧費 ６４２,５００

河川法面崩壊等


